
非正規だからって差別をしてはダメ！非正規だからって差別をしてはダメ！非正規だからって差別をしてはダメ！

2012年の通常国会で労働者派遣法、有期雇用に関する労働契約

法が「改正」されましたが、いずれも「抜本改正」にはほど遠い内容で

した。2013年の通常国会では、パート労働法の改正が審議されます。

雇用形態の違いによる差別の是正、均等待遇・「同じ仕事には同じ賃

金」を求めて声を上げていきましょう。労働者派遣法の抜本再改正、

有期雇用の抜本的な規制の強化をめざしましょう。今こそ、「同じ仕

事には同じ賃金を」 雇用形態による差別をなくしていきましょう。

　③有期を理由とした「不合理な労働条件」は禁止となりました（労働契約
法第 20 条 2013 年 4 月 1 日施行）。厚
生労働省は、有期雇用労働者と無期雇
用労働者との間で、「①通勤手当の支
給、②食堂の利用、③安全管理」などは
差別的取り扱いをしてはならないとし
ています。

　①　有期雇用が反復
更新されて通

算５年を超えた
ときは、労働者

の申

し込みにより、
期間の定めのな

い労

働契約（無期雇
用）に転換され

る制

度が創設されま
した（労働契約

法第

18 条　2013 年
4 月 1 日施行）

（ただ

し 2013 年 4
月１日以降の有

期労働

契約が対象で、
それ以前のもの

はカ

ウントされませ
ん）。

　②「雇止め法理」が
法定化されま

した（労働契約
法第 19 条）。「

反復

更新された有期
雇用で、無期雇

用と

同視できる」
有期雇用、「契

約更新

されるものと期
待することにつ

いて

合理的な理由が
ある」有期雇用

につ

いては、「客観
的に合理的な

理由」

があり、「社会
通念上相当で

ある」

と認められない
限り、その雇止

めは

認められません
。　
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労働契約法が「改正」
　非正規労働者の賃金は正規労働者の半分以下であり、労働条

件や処遇でも差別されています。何よりも、有期雇用は雇止め

のおそれもあり、極めて不安定です。ＩＬＯの国際労働基準やヨー

ロッパのＥＵ指令では同一労働・同一賃金、均等待遇原則が確立

しており、雇用形態の違いによる差別的取り扱いは許されません。


